
「中国語教育学会」設立趣意書 

 

近年、中国語教育は日本の外国語教育において、一定の地歩を確立したと感じられます。

多くの大学で「英中仏独」の順に選択され、高校でも英語に次ぐ外国語科目となり、社会

人の学習者数も着実に伸びています。しかし、教育の現場では、教育課程・教育内容・教

材開発・教員養成等々、検討すべき問題が山積しています。もちろん、国内外の中国語研

究の発展はめざましく、その成果を吸収して、中国語教育の水準は着実に向上してきまし

たが、研究者・教育者個々人の努力によるものが主で、学界あるいは学会として中国語教

育の諸問題を正面から取り上げる機会は、かならずしも十分とはいえませんでした。 

このような状況の下で、全国の中国語教育従事者が集う「全国中国語教育協議会」の設

立準備会が1996年秋から活動を始め、1997年10月に正式発足しました。この会は、大学・

高校・専門学校・講習会・個人教授等を網羅し、中国語教育者が相互の経験交流を通じて

自らの向上を求めるともに、中国語教育の普及と発展を目指したものです。 

その後5年半を経て、会員数もおよそ230名を数えるに至り、2002年3月の第3回大会で、

同年4月1日からの「中国語教育学会」への移行を議決しました。これまでの成果をふまえ、

中国語教育に従事する者が、今後より一層の研鑚と交流を深めるとともに、わが国におけ

る中国語および中国語教育の研究と、中国語教育の普及発展をはかることを学会設立の目

的としています。 

今回「中国語教育学会」発足にあたり、中国語教育界に広く呼びかけて、同志を募るこ

とにいたしました。今後、全国大会やその他研究会での研究発表、会報の発行、会誌『中

国語教育』の刊行等、会員規模と活動項目を拡大し、社会的に広く認知されるよう活動し

ていきます。 
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